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せたがや生涯現役ネットワーク令和３年度総会 

書面議決の結果について（ご報告） 

 

 日頃より、本ネットワーク事業にご協力いただき、ありがとうございます。 

 さて、令和３年７月９日を締め切りとしてご提出いただきました令和３年度総会書

面議決につきまして、下記のとおり結果報告いたします。 

なお、書面表決書は３７団体からご提出いただき、参加団体総数５２団体の過半数

を超えており、会則第６条２項により本総会は成立しております。 

 

記 

 

１ 議案の表決 

 第１号議案 会則変更について               賛成３７、反対０ 

 第２号議案 令和２年度事業報告について           賛成３７、反対０ 

 第３号議案 令和２年度決算・監査報告について        賛成３７、反対０ 

 第４号議案 令和３年度世話人および役職の選任について    賛成３７、反対０ 

 第５号議案 令和３年度事業計画について            賛成３７、反対０ 

 第６号議案 令和３年度予算計画について                賛成３６、反対１ 

  

２ 結果 

全ての議案について，過半数の賛成をもって可決されました。 

 

３ ご意見への回答 

第３号議案 令和２年度決算・監査報告について 

【ご意見①】特別会計の「イベント」と「しくみつくり」の小計欄があれば見やすい。

個別の報告と対比しやすい。 

【回答】ご指摘ありがとうございます。次年度報告時に検討いたします。 

 

第４号議案 令和３年度世話人および役職の選任について 

【ご意見②】女性の世話人メンバー数の確保が必要。 

【回答】世話人募集の際に女性メンバーが増えるよう、世話人とも検討していきます。 

  

 



第５号議案 令和３年度事業計画について 

【ご意見③】感染症の鎮静化も見えない時期に一泊バス旅行の企画は非常識かつ募集

も少人数である。仲間内の旅行に補助金を申請している。事務局としてな

ぜこれを適正なプロジェクトとして議題提案したのか。 

【回答】令和３年３月２６日の世話人会にて、提案団体より「感染症の状況を見なが

ら柔軟に時期（3案）を設定し、広く交流を図る企画である。」との趣旨説明

を受けて、本件が承認され、総会の議案事項として提案することといたしま

した。なお、本件は区の補助金ではなく、ネットワークの会費で運営するも

のです。 

  

第６号議案 令和３年度予算計画について 

【ご意見④】シニアの社会参加のしくみつくりプロジェクト 予算案についての予算額が昨年

度に比して約 2.5倍に増額になっているが、その説明がない。費目別に見

ると、「まち歩き謝礼」が 7.5倍に増えている。スタッフの人数にそれほ

どの開きがないことから、謝礼（日当）を増額したことが理由と推察され

る。その点について世話会人会では説明され、議論・承認されたと思うが、

説明が欲しかった。 

【回答】 事業経費については約 2.5倍の増額となっていますが、予算全体としては

約 1.6倍の増額となっています。 

   まちあるき謝礼（ゲスト講師）ですが、謝礼単価は昨年度と同様の 5,000    

   円です。令和２年度は 5,000円＊2コースの積算でしたが、令和３年度は   

   令和２年度の実績を踏まえ 5,000円＊5コース＊3回分の積算となってい 

   ます。 

 

【ご意見⑤】共通経費の中で、「企画運営管理費」から「雑費」を分離しましたが、

目的が明確な場合は、「雑費」という曖昧な表現でなく、たとえば「コ

ロナ対策費」などという表現の方が良かったと思う。 

【回答】ご指摘ありがとうございます。次年度以降検討いたします。 

 

【ご意見⑥】「パンフレット作成費」がイベント経費に移行しましたが、従来の３つ

折りのものから冊子形式に変わるのを機に移行したのかと拝察した。こ

の予算が昨年同様の７万円というのは、過少にすぎないだろうか。全面

改訂し２４ページの冊子になったのに、同額というのは理解できない。

編集担当者の努力を拝見しているので、今後のことを考えると、実際の

支払いの際に世話人会で議論していただけるよう希望する。 

【回答】今回のパンフレット作成にあたる作業量を踏まえ、担当者に作業費等を支

払うことも世話人会で議論していきたいと思います。 

 

 



【ご意見⑦】予算書の特別会計の「イベント」と「しくみつくり」の小計欄が支出

側にはあるが、収入側にもあると対比が容易である。 

【回答】ご指摘ありがとうございます。次年度以降検討します。世話人会にて会計資

料の様式等を今後考えていく予定です。 

 

 

以上 


